







































































































（国立国会図書館法 25条 3項）の運用の実際も勉強になった 
 
7. 課題 
7.1 講義スクリーン 
前述の「（２）一般的なテクスト。講義のスクリーンは，文章というよりも，重要語句・
重要箇所のピックアップ」の場合，テクストと講義スクリーンを作るのが同一人物（発
4 
 
表者）であることや，手書きでなくワードで事前に講義スクリーンを作ることがおそらく
原因だが，「テクストと講義スクリーンが似すぎている。板書を写すことに意味はある
のか？」と思われやすい。初学者が書いて覚えるという意味があると思うものの，講
義スクリーンをさらに工夫する余地があるかもしれない 
 
7.2 講義の効果 
  ありがちな議論だが，上記の取り組みによって，具体的にどれほど受講者が知識
を身に付けやすくなったか，身に付けたか？もっと言うと，受講者の今後にどれだけ
プラスになっているか？を客観的に評価することは，簡単ではない。馬鹿正直かもし
れないが，現時点で言えることは，授業評価アンケートの結果（もちろん，受講者に評
判の良い講義イコール本当に良い講義とは限らない，ということは念頭に置いている）
や講義後の手応えから，効果は年々上がっていると感じている，ということである 
